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タ
ー
ト
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

「
共
同
生
活
を
通
じ
て
学
生
同

士
お
よ
び
学
生
・
教
員
間
の
親

睦
を
深
め
る
」、「
人
と
の
協
力

を
重
視
し
た
行
事
を

通
じ
て
良
好
な
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
」

と
い
う
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
平
成

19
年
度
か
ら
毎
年
４

月
、
入
学
直
後
に
実

施
し
て
い
る
。
共
同

生
活
の
中
で
学
生
た

ち
は
、
カ
ッ
タ
ー
研

修
や
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー

ム
に
取
り
組
み
、
規

律
や
協
調
性
を
学
ぶ

の
で
あ
る
。
今
年
度

は
爆
弾
低
気
圧
の
影

響
で
、
カ
ッ
タ
ー
研
修
を
体

験
で
き
た
班
は
少
な
か
っ
た

が
、
代
わ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
や
カ
プ

ラ
（
積
み
木
）
に
熱
心
に
取
り

組
ん
だ
。
ま
た
、
楽
し
み
な
が

ら
親
睦
を
深
め
る
夜
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
仲
間
の
顔

と
名
前
を
し
っ
か
り
と
覚
え
る

な
ど
、
良
好
な
信
頼
関
係
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
１
泊
２

日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
学

平
成
26
年
３
月
（
予
定
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
興こ

う
ど
う
か
ん

動
館
エ
リ
ア
に
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
（
仮
称
）」

が
誕
生
す
る
。
よ
り
多
く
の
学
生
が
快
適
に
課
外
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
大
き
な
目
的

だ
。
も
ち
ろ
ん
、
施
設
の
用
途
は
課
外
活
動
に
限
ら
な
い
。
授
業
や
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
貢
献
す
る
施
設
と
し
て
も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

は
、
４
月
３
日
か
ら
４
月
８
日

の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
１
年
次
に
必
修

科
目
と
し
て
履
修
す
る
「
入
門

ゼ
ミ
」
の
第
１
回
目
の
授
業
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
国
立

江
田
島
青
少
年
交
流
の
家
」
で

１
泊
２
日
の
日
程
を
学
科
・
ゼ

ミ
ご
と
で
過
ご
す
も
の
で
あ

る
。
今
年
度
は
新
入
生
７
７
９

名
の
う
ち
７
７
０
名
と
教
職
員

１
０
０
名
、
計
８
７
０
名
が
参

加
。「
豊
か
な
学
生
生
活
の
ス

が
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

（
仮
称
）」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
。
平
成
25
年
７
月
下
旬
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
に
着
工
し
、

９
月
下
旬
に
は
人
工
芝

の
敷
設
が
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
必
要
な

付
帯
設
備
を
含
め
た
完

成
は
、
来
年
３
月
を
予

定
し
て
い
る
。
全
面
人

工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
１
面
（
１
０
５
ｍ
×

68
ｍ
）
と
そ
の
内
側
に

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
４

面
を
設
け
る
ほ
か
、
高

さ
14
ｍ
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ

ン
ス
と
約
50
灯
の
ナ
イ

タ
ー
照
明
が
設
置
さ
れ

る
予
定
だ
。

　

現
在
、
本
学
で
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
４
面

を
有
す
る
体
育
館
を
は

じ
め
、
陸
上
競
技
場
・

球
技
場
（
Ｈ
Ｕ
Ｅ
ス
タ

ジ
ア
ム
）
や
野
球
場
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
弓
道
場

な
ど
を
設
け
て
お
り
、

授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
を
通
し
て
多
く
の
学

生
が
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
施
設
に

対
し
て
は
、
地
域
の
各

種
団
体
か
ら
の
利
用
希

望
も
多
く
、
大
学
教
育

　

興
動
館
の
横
に
設
け
ら
れ
て

い
た
旧
・
学
生
専
用
駐
車
場

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
大
い
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

今
回
新
た
に
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
（
仮
称
）」
が
完
成
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

効
果
的
活
気
的
な
運
用
が
可
能

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

自
主
的
活
動
を

　

強
力
サ
ポ
ー
ト

　

広
島
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
や
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
関

連
企
業
が
活
動
拠
点
と
し
て
い

る
「
ス
ポ
ー
ツ
王
国
」
だ
。
し

か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
人
口
に
対
し
て
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
め
る
公
共
施
設
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
体
育
館

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
予
約
が
取
れ

な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
「
本
学
に
も
公
共
施
設
を
利

用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
る
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
た

め
に
も
、
快
適
に
活
動
で
き
る

場
所
を
提
供
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
、石
田
恒
夫
理
事
長
は
語
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
充
実
し
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
れ
ば
、
学

生
た
ち
は
平
日
で
も
授
業
の
空

き
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
公
共

施
設
を
利
用
す
る
際
に
か
か
っ

て
い
た
利
用
料
金
の
負
担
が
な

く
な
り
、
よ
り
積
極
的
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
め
る
環

境
が
整
う
。

　
「
近
年
人
気
が
高
ま
っ
て
い

る
女
子
サ
ッ
カ
ー
と
、
広
島
県

の
高
校
で
は
強
豪
校
が
多
い
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
注
目
し
、

平
成
26
年
度
か
ら
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
と
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
を
創
部
す
る
予
定
で
す
。
女

子
学
生
に
も
積
極
的
に
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
（
仮
称
）
を
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
石
田

理
事
長
は
続
け
た
。

　

高
校
の
部
活
で
取
り
組
ん
で

き
た
ス
ポ
ー
ツ
を
大
学
で
も
続

け
た
い
、
初
め
て
の
競
技
に
挑

戦
し
た
い
と
い
っ
た
学
生
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
学
業
と
ス

ポ
ー
ツ
を
両
立
で
き
る
充
実
し

大学のふもと、興動館の隣に建設するフットボールパーク（仮称）完成予想図

キャンパスライフの更なる充実をめざして

豊
か
な
学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
！

新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
実
施

た
環
境
を
整
え
て
い
く
方
針

だ
。

　

新
施
設
活
用
で

　

広
が
る
学
び

　

本
学
で
は
、
Ｈ
Ｕ
Ｅ
ス
タ
ジ

ア
ム
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
を

活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
や
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
を
学
ぶ
機
会
を
学
生
に
提
供

し
て
い
る
。
特
に
興
動
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
や
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
の
学
生
た
ち
は
、
学

生
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
ア
イ

デ
ィ
ア
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
挑
戦
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
る
。

　

Ｈ
Ｕ
Ｅ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、

プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
招

生
た
ち
は
豊
か
な
学
生
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

講演者にイングランドサッカーの象徴
ボビー・チャールトン氏

　2013 年 11 月 7 日、第 2 回国際スポーツサロンを広島国
際会議場において開催する。
　講演者はイングランド史上最高のサッカー選手といわれ
る Sir Bobby Charlton（ボビー・チャールトン氏）に決定。
1966 年開催のワールドカップにおいてイングランドを優勝
に導いたプレーヤーであり、マンチェスター・ユナイテッド
の最多得点記録保持者でもある。「Sir（サー）」の称号（イギ
リスの叙勲制度における栄誉称号のひとつで、ナイトに与え
られる称号）をもつ。
　翌日 11 月 8 日には本学において講演も予定している。

ボビー・チャールトン氏

た
よ
う
で
あ
る
。

平
成
25
年
度  

入
学
式
挙
行

協力し合ってカプラ（積み木）をする新入生たち

　

４
月
１
日
、
平
成
25
年
度
入

学
式
が
本
学
の
石
田
記
念
体
育

館
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、
教

育
改
革
元
年
度
生
と
な
る
経
済

学
部
７
７
９
名
（
経
済
学
科

２
９
４
名
、
経
営
学
科
２
９
０

名
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
76

名
、
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

51
名
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
68

名
）
と
大
学
院
生
６
名
、
編
入

学
生
３
名
が
、
新
た
な
学
生
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

式
は
、入
学
許
可
宣
言
の
後
、

前
川
功
一
学
長
が
「
本
学
は
意

欲
の
あ
る
学
生
に
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
る
大
学
、
教
職
員
が
学
生

と
向
き
合
う
大
学
、
入
学
し
て

か
ら
厳
し
い
試
練
を
経
て
学
生

が
大
き
く
伸
び
る
大
学
、
た
く

ま
し
い
人
間
力
を
持
ち
基
礎
学

力
を
兼
ね
備
え
た
興
動
人
を
育

て
る
大
学
で
す
。
み
な
さ
ん
の

中
に
眠
っ
て
い
る
潜
在
的
な
可

能
性
を
目
覚
め
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
教
職
員
は
み
な
さ

ん
が
広
島
経
済
大
学
に
入
学
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
最
善
の
努
力
を
い
た
し

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い

て
、
学
部
を
代
表
し
て
松
本
麻

希
さ
ん
（
経
営
学
科
・
広
島
県

／
県
立
広
島
商
業
高
校
出
身
）

が
、
大
学
院
を
代
表
し
て
馮
久

一
さ
ん
が
「
学
生
と
し
て
の
本

分
を
守
り
、
人
格
の
完
成
と
学

術
の
研
さ
ん
に
専
念
し
ま
す
」

な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
を
し

た
。

　

そ
の
後
、
石
田
恒
夫
理
事

長
、
出
野
保
志
保
護
者
会
会
長

か
ら
、
新
入
生
及
び
保
護
者
の

方
々
へ
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
、
最
後
に
大
学
歌
を

合
唱
し
、
厳
粛
裡
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

◇　

◇　

◇

　

午
後
か
ら
は
、
各
学

科
に
分
か
れ
て
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
ま
た
保
護
者

対
象
の
教
育
懇
談
会
や

施
設
見
学
ミ
ニ
ツ
ア
ー

な
ど
が
行
な
わ
れ
、
学

内
は
一
日
中
賑
わ
い
を

見
せ
た
。

代表して宣誓する松本麻希さん

人
工
芝
完
備
の

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク（
仮
称
）建
設

�
施
設
・
設
備
の
拡
充
で
学
生
た
ち
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

き
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
３
月
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
の
学
生
や
教
員
が
協

力
し
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
Ｕ
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
が
日
本
で

初
め
て
開
催
さ
れ
、
子
供
た
ち

の
歓
声
が
響
き
渡
っ
た
。
安
佐

南
区
内
の
中
学
生
が
競
う
ス

ポ
ー
ツ
大
会「
広
経
大
カ
ッ
プ
」

も
毎
年
開
催
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。
今
回
「
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
（
仮
称
）」

が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
活
躍
の

場
は
さ
ら
に
広
が
る
に
違
い
な

い
。
学
生
た
ち
の
パ
ワ
ー
が
、

ど
ん
な
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
、

地
域
と
の
連
携
を
生
ん
で
く
れ

る
の
か
楽
し
み
で
あ
る
。

第2回
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な
く
、
社
会
一
般
に
言
葉
で
伝

え
る
能
力
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
て
く
る
中
で
、
口
頭
表
現
や

朗
読
の
科
目
は
重
要
性
を
増
し

て
お
り
、
な
に
よ
り
、
学
生
の

要
望
も
強
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
、
授
業
や
レ
ポ
ー
ト

を
通
じ
て
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

受
講
す
る
学
生
の
受
講
態
度

を
み
て
も
、「
真
剣
さ
の
度
合
」

が
違
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
お
そ

ら
く
、
コ
ト
バ
で
表
現
す
る
こ

と
の
重
要
性
、す
く
な
く
と
も
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で
も
つ
か

み
た
い
、
と
い
う
思
い
が
見
え

隠
れ
す
る
。
で
き
る
だ
け
彼
ら

の
願
い
に
応
え
て
あ
げ
る
よ
う

に
工
夫
を
す
る
と
い
う
意
味
で

村
理
事
の
ご
子
息
川
村
健
一
教

授
と
の
深
い
友
情
が
あ
っ
て
、

今
日
ま
で
、
教
員
生
活
を
全
う

で
き
て
い
る
。

　

こ
の
十
年
間
の
仕
事
は
、
口

頭
表
現
や
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に

伴
う
基
礎
的
な
技
術
と
演
出
な

ど
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関

わ
り
を
主
体
的
に
送
出
側
か
ら

と
ら
え
て
い
く
広
い
意
味
で
の

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

だ
っ
た
。
こ
の
十
年
間
に
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
す
べ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
の
緊
張
と
は
ち

が
う
、
大
学
教
員
と
し
て
の
使

命
感
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
実
は
私
は
、
音
声
日
本

語
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
世
界
に
広
め
る
と
い
う

目
標
を
持
っ
て
活
動
中
。
こ
の

よ
う
な
日
常
の
中
で
、
石
田
理

事
長
の
「
社
会
貢
献
も
重
要
な

仕
事
」
と
い
う
言
葉
に
後
押
し

さ
れ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
国
際

朗
読
こ
と
ば
協
会
」
を
た
ち
あ

げ
、二
足
の
わ
ら
じ
の
よ
う
に
、

協
会
の
仕
事
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
興
動
館

科
目
と
し
て
、「
個
性
が
は
じ

け
る
朗
読
」
も
認
証
し
て
い
た

だ
き
、
か
な
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
時
代
の

仕
事
と
か
か
わ
り
の
深
い
分
野

の
科
目
と
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
、
プ
レ
ゼ
ン

の
力
な
ど
、
就
職
活
動
だ
け
で

　

そ
も
そ
も
未
知
の
マ
チ
・
広

島
は
原
爆
の
被
害
を
受
け
た
都

市
、
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か

な
か
っ
た
。
２
０
０
４
年
、
ご

縁
を
い
た
だ
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を

離
れ
、
広
島
で
教
員
と
し
て
の

人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
生
涯

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
の
が
目

標
だ
っ
た
の
に
、
な
ん
で
？
そ

れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
近
い
小
雨
の

渋
谷
ま
で
出
向
い
て
、『
面
接

で
は
あ
り
ま
せ
ん
』
と
断
り
な

が
ら
、私
の
面
接
と
「
値
踏
み
」

を
し
て
く
れ
た
長
谷
川
教
授
の

援
助
、
そ
し
て
そ
の
後
の
故
川

村
毅
学
園
顧
問（
元
専
務
理
事
）

の
優
し
い
ま
な
ざ
し
と
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
更
に
、
そ
の
後
、
川

蔭山　武人

「
日
本
語
の
チ
カ
ラ
」

　

５
月
16
日
、
本
学
図
書
館
４

階
大
会
議
室
に
て
「
第
１
回
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
in
広
島
経
済
大

学
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
と
は
、
お
気
に
入
り

の
本
を
紹
介
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

本
の
魅
力
を
語
り
競
う
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催

も
、
こ
う
し
た
科
目
は
私
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
言
葉
は
そ
の
背

景
に
そ
の
文
化
を
背
負
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
教
育
は
重

要
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は「
読
む
」「
聞
く
」「
話

す
」「
書
く
」そ
し
て「
考
え
る
」

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
故
、就
職
活
動
で「
求

め
ら
れ
る
人
材
」
と
し
て
、
常

に
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

私
の
授
業
を
通
じ
て
、
一
人

で
も
多
く
の
学
生
が
「
音
と
し

て
の
こ
と
ば
」の
力
に
気
づ
き
、

人
生
を
切
り
開
く
重
要
な
武
器

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

（
教
授　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

制
作
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
表

現
、
ビ
ジ
ネ
ス
口
頭
表
現
、
個

性
が
は
じ
け
る
朗
読
、
な
ど
）

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
だ
。
若
者

の
活
字
離
れ
が
続
く
な
か
、
図

書
館
の
活
性
化
を
目
指
し
、
長

谷
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）
の
２
・
３
年

次
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し

た
。

　

第
１
回
目
は
、
６
名
の
学
生

が
発
表
者
と
し
て
参
戦
。
こ
れ

ま
で
に
読
ん
だ
本
の
な
か
で

「
一
番
お
も
し
ろ
い
」「
人
に
薦

め
た
い
」
と
思
う
「
最
強
本
」

を
持
ち
寄
り
、
来
場
者
に
向
け

て
本
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
。
発
表
時
間
は
一

人
５
分
で
、
レ
ジ
ュ
メ
や
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
使
用
せ
ず
に

学
生
の
語
り
の
み
で
伝
え
る
こ

と
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ル
ー
ル
だ
。
会
場
に
は
83
名
の

来
場
者
が
訪
れ
、
最
も
興
味
を

引
か
れ
た
一
冊
に
投
票
。結
果
、

今
原
佳
南
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
２
年
／
鹿
児
島

県
・
錦
江
湾
高
校
出
身
）
の
紹

介
し
た
“
地
を
這
う
祈
り
”（
石

井
光
太
著
徳
間
書
店
）が「
チ
ャ

ン
プ
本
」
に
選
ば
れ
、
今
原
さ

ん
に
は
最
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ

た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
代
表
を

務
め
た
内
山
舜
也
さ
ん
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
・

山
口
県
／
宇
部
商
業
高
校
出

身
）
は
、「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

の
魅
力
は
、
本
を
通
し
て
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
好
き
な
本
が
同
じ
人
と

仲
良
く
な
れ
た
り
、
普
段
は
読

ま
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
に
も
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た

り
。
開
催
当
日
は
、
会
場
で
そ

う
し
た
出
会
い
が
た
く
さ
ん
生

ま
れ
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は

『
発
表
者
の
情
熱
が
伝
わ
っ
て

き
た
』『
次
回
は
自
分
が
出
場

し
た
い
』
と
い
っ
た
感
想
を
い

た
だ
き
、
次
に
つ
な
が
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
企
画
進
行
に
携
わ
っ

た
吉
岡
優
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
２
年
・
広
島
県

／
鈴
峰
女
子
高
校
出
身
）
は
、

「
こ
の
企
画
に
参
加
し
て
、
自

分
か
ら
踏
み
出
す
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
誰
か
の
心
を

動
か
す
こ
と
は
、
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
伝
え
た
い
と

い
う
“
思
い
”
と
、
興
味
を

持
っ
た
本
を
読
ん
で
み
る
と
い

う
“
行
動
”
の
連
鎖
が
広
が
っ

て
図
書
館
を
利
用
す
る
人
が
増

え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と

語
っ
た
。

　

７
月
に
開
催
し
た
「
第
２
回

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
in
広
島
経
済

大
学
」
で
は
、「
国
家
の
品
格
」

を
紹
介
し
た
日
原
将
さ
ん
（
経

営
学
科
３
年
・
広
島
県\

広
陵

さ
あ
、
図
書
館
に
行
こ
う
!!

自分の最強本を紹介し、最優秀賞に選ばれた今原さん

　

平
成
25
年
４
月
20
日
、
本
学

第
一
学
生
食
堂
に
お
い
て
、
今

春
に
入
学
し
て
き
た
女
子
学

生
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の

「W
elcome party

」
を
開
催
。

新
入
女
子
学
生
39
名
を
含
む
在

学
生
及
び
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
総

勢
62
名
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
を

あ
げ
て
女
子
学
生
を
支
援
し
て

い
こ
う
と
い
う
体
制
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
女
子
学
生
同
士
の
交
流
の

機
会
を
増
や
し
、
大
学
生
活
の

不
安
を
解
消
し
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
先
輩

女
子
学
生
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

で
は
、
先
輩
女
子
学
生
が
、
新

入
生
の
頃
の
想
い
出
話
か
ら
、

履
修
の
仕
方
や
勉
学
へ
の
取
り

組
み
方
、
就
職
活
動
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
含
め
実
体
験
を
交

え
た
リ
ア
ル
な
大
学
生
活
を

語
っ
た
。

　

新
入
生
は
、
は
じ
め
緊
張
の

面
持
ち
で
は
あ
っ
た
が
、「
懇

談
会
」
の
こ
ろ
に
は
先
輩
に
詳

し
い
質
問
を
し
た
り
、
振
舞
わ

れ
た
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
に
歓

声
を
あ
げ
た
り
な
ど
、
会
場
は

終
始
談
笑
の
絶
え
な
い
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
。
参
加
し
た
新

入
生
は
「
ケ
ー
キ
も
と
て
も
美

味
し
く
、
先
輩
方
が
と
て
も
優

し
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
希
望
が
わ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
」、「
他
学
科
の
学
生
と
も
話

中嶋 則夫

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
の
シ
ー
ズ
ン
２
０
１
２

／
２
０
１
３
で
優
勝
し
、
香
川

真
司
選
手
が
所
属
す
る
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ムOld 

Trafford

を
訪
問
し
、Sir 

Bobby Charlton

と
面
会
す

る
機
会
を
頂
い
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
の
濱
口

教
授
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
内

か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
み

ス
タ
ジ
ア
ム
に
向
か
い
、
面

会
前
に
ク
ラ
ブ
の
歴
史
展
示

物
を
見
学
し
た
。
そ
の
中
に
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
悲
劇
に
関
す
る

展
示
が
あ
っ
た
。Sir Bobby 

Charlton

は
、
そ
の
悲
劇
か

ら
生
還
し
た
数
少
な
い
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
あ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
界
に
お
け
る
伝
説
の

サ
ッ
カ
ー
選
手
で
あ
る
。

　

時
間
通
り
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
向
か
い
、
案
内
の
方
に
付
き

添
わ
れ
て
、
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に

入
っ
た
。
階
段
を
上
り
通
さ
れ

た
部
屋
は
、
来
賓
を
も
て
な
す

部
屋
で
、
入
り
口
付
近
左
手
に

テ
ー
ブ
ル
が
配
置
さ
れ
、
す
で

に
、
関
係
者
が
食
事
を
し
な

が
ら
談
笑
し
て
い
た
。
そ
の
部

屋
の
な
か
ほ
ど
右
手
に
あ
る

階
段
を
上
り
、
そ
の
正
面
の

Director's room

に
案
内
さ

れ
た
。

　

そ
の
部
屋
の
中
心
に
は
、

Sir Bobby Charlton

と
書
か

れ
た
プ
レ
ー
ト
が
置
い
て
あ
る

４
人
掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
テ
ー
ブ
ル
の
彼
の
専
用

シ
ー
ト
は
、
グ
ラ
ン
ド
の
ほ
う

を
向
い
た
席
で
、
そ
の
左
手

がNorma

夫
人
の
席
で
あ
っ

た
。Director's room

に
は
、

他
に
も
Ｆ
Ａ
の
要
人
の
方
々

の
テ
ー
ブ
ル
や
、
対
戦
相
手
の

オ
ー
ナ
ー
と
そ
の
関
係
者
の

方
々
の
テ
ー
ブ
ル
、
大
口
の
ス

ポ
ン
サ
ー
関
係
者
の
方
々
の

テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
20
名
ほ
ど

の
関
係
者
が
交
流
す
る
特
別
な

空
間
と
な
っ
て
い
た
。

　

席
に
座
る
よ
う
促
さ
れ
、
着

座
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
右
手
に

M
atch day program

が
置

い
て
あ
り
、
そ
の
表
紙
が
前
節

で
ハ
ッ
ト
・
ト
リ
ッ
ク
を
決
め

た
香
川
真
司
選
手
と
な
っ
て
い

た
。Sir Bobby Charlton

は
、

日
本
か
ら
の
来
客
の
た
め
に
、

担
当
者
に
指
示
を
し
た
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
い
た
。

　

私
は
、Sir Bobby Charlton

の
向
い
でNorma

夫
人
の
左

手
に
座
り
、
濱
口
教
授
と
と
も

に
、
食
事
を
し
な
が
ら
談
笑
す

る
こ
と
が
で
き
た
。Norma

夫
人
と
は
、
お
孫
さ
ん
が
大
変

難
し
い
と
さ
れ
る
奨
学
金
受
給

試
験
に
合
格
し
た
こ
と
や
、
か

つ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ホ
ッ
ケ
ー

を
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
お
す
す

め
の
料
理
や
お
い
し
い
ワ
イ
ン

の
こ
と
な
ど
の
話
題
で
楽
し
い

会
話
が
で
き
た
。
室
内
に
は
他

会
場
で
の
試
合
経
過
が
流
さ
れ

て
い
た
。
私
がSwansea

か

ら
訪
問
し
た
こ
と
を
覚
え
て

お
ら
れ
たNorma

夫
人
が
、

Swansea City AFC

の
試
合

を
見
て
、「
失
点
し
て
ま
す
ね
、

残
念
な
が
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。

　

試
合
開
始
が
近
づ
き
、Sir 

Bobby Charlton

夫
妻

と
一
緒
に
観
戦
席
に
向

か
っ
た
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
は
、
一
緒
に
屋
内
に
戻

り
歓
談
し
た
。
そ
の
際
、

観
客
動
員
数
に
つ
い
て
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
毎
試
合

お
よ
そ
７
万
５
千
人
の
観

戦
者
が
来
場
す
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
後

半
戦
を
観
戦
す
る
た
め
に

再
び
観
戦
席
へ
戻
っ
た
。

　

試
合
終
了
後
、Sir 

Bobby Charlton

が
、

途
中
出
場
し
た
、
香
川
真

司
選
手
を
、
我
々
の
い
る

Director's room

に
呼
ん
で

下
さ
り
、
今
後
の
日
本
代
表
戦

の
日
程
な
ど
情
報
交
換
の
機
会

を
頂
い
た
。

　

１
時
間
ほ
ど
過
ご
し
た
の

ち
に
、Sir Bobby Charlton

とNorma

夫
人
が
自
家
用
車

で
我
々
を
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市

内
ま
で
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
ス

タ
ジ
ア
ム
内
の
専
用
駐
車
場

に
向
か
う
途
中
、Sir Bobby 

Charlton

が
話
し
て
く
れ
た

「
ぼ
く
は
、
15
歳
の
時
か
ら
こ

の
ス
タ
ジ
ア
ム
に
い
る
ん
だ
」

と
い
う
言
葉
が
今
で
も
心
に

残
っ
て
い
る
。

（
准
教
授　

公
共
経
済
学
、
実

践
公
共
経
済
学
、
財
政
政
策
論

ほ
か
）

留
学
雑
記

香川選手が Director's room に到着した時の様子

高
校
出
身
）
が
チ
ャ
ン
プ
本
に

選
ば
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、
来

場
者
が
発
表
者
へ
質
問
し
た

り
、
本
の
感
想
を
語
り
合
う
姿

も
見
ら
れ
、
本
を
通
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
。
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
の
結
果
や
来
場
者
か
ら
の

感
想
は
、
本
学
の
図
書
館
に
掲

示
さ
れ
て
お
り
、
チ
ャ
ン
プ
本

の
貸
出
も
行
っ
て
い
る
。
学
生

た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
へ
も
情
報
発
信
し

て
い
く
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し

たくさんのケーキに歓声をあげる女子学生たち

新
入
女
子
学
生 「
Ｗｅ
ｌｃ
ｏ
ｍ
ｅ  

Ｐａ
ｒ
ｔｙ
」開
催

女
子
学
生
同
士
の
交
流
の
機
会
に

在
外
研
修
終
了
間
際
の

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
訪
問

Sir Bobby Charlton 夫妻と香川真司選手と筆者（右）

せ
た
し
、
先
輩
と
話
せ
る
機

会
が
あ
っ
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
」
と
パ
ー
テ
ィ
の
感
想
を

語
っ
た
。

て
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

今
後
の
開
催
に
つ
い
て
内
山

さ
ん
は
、「
開
催
回
数
を
重
ね

て
、
よ
り
内
容
の
濃
い
イ
ベ
ン

ト
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
方
々
に
本
の
魅
力
を

伝
え
、
お
も
し
ろ
い
本
と
出
会

う
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

　

一
度
参
加
し
た
人
の
中
か
ら

も
、
次
回
の
開
催
を
待
つ
声
は

多
い
。
意
欲
的
な
活
動
に
今
後

も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
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◆企業会計のキャッシュフロー計算書に類似するもので、当該年度における支払資金
 　（現金預金）の収入・支出を勘定科目別に集計したものです

◆３月末現在の財産状況を明らかにしたものです

◆企業会計の損益計算書に類似するもので、収入超過や支出超過を明らかにし、
　当該年度の消費収入と消費支出の均衡状況を表したものです

単位：円 単位：円

単位：円単位：円

単位：円

人件費
51.2%

平成24年度資金収支計算書

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
 収入の部合計

3,553,888,000
60,180,710
2,411,000

265,296,094
264,999,220
296,874

136,054,535
760,945,206
35,588,000
123,522,047
541,942,500
54,032,280

△ 762,050,063
831,587,063
5,603,397,372

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

 支出の部合計

2,162,320,517
712,838,853
282,107,272
172,153,800
106,427,366
1,354,421,334
76,431,266

△ 60,327,306
797,024,270

5,603,397,372

科目 決算額 科目 決算額
収入の部 支出の部

貸借対照表（平成25年3月31日）

固定資産
　有形固定資産
　　うち土地
　　うち建物
　　うち教育研究用機器備品
　　うち図書
　その他の固定資産
　　うち２号基本金引当資産
　　うち３号基本金引当資産
流動資産
　　うち現金預金

 資産の部合計

45,151,654,084
19,309,960,411
4,010,436,620
9,323,635,659
195,543,005
5,207,395,381
25,841,693,673
11,300,000,000
1,195,000,000
937,150,230
797,024,270

46,088,804,314

 固定負債
　退職給与引当金
 流動負債
　うち前受金
　　負債の部合計
　　　　　　  　基本金の部
第１号～第４号基本金
　  基本金の部合計
　　　　　　 消費収支差額の部
 翌年度繰越消費収入超過額
消費収支差額の部合計
負債の部・基本金の部及び
消費収支差額の部合計

732,363,914
732,363,914
629,928,903
541,942,500
1,362,292,817

41,960,979,630
41,960,979,630

2,765,531,867
2,765,531,867

46,088,804,314

科目 平成24年度末 科目 平成24年度末
資産の部 負債の部

平成24年度消費収支計算書

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
 消費収入の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

3,553,888,000
60,180,710
3,565,311

265,296,094
264,999,220
296,874

136,054,535
482,951

35,588,000
123,522,047
4,178,577,648
△ 874,775,749
3,303,801,899
△ 405,808,136
3,171,340,003
2,765,531,867

人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額

 消費支出の部合計

2,141,087,407
1,230,750,991
318,106,019
19,665,618

3,709,610,035

科目 決算額 科目 決算額
消費収入の部 消費支出の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
 収入の部合計

3,344,200,000
61,000,000
2,000,000

240,500,000
240,000,000
500,000

108,000,000
1,796,000,000
37,000,000
20,000,000
592,900,000
111,500,000

△ 603,300,000
593,300,000
6,303,100,000

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

 支出の部合計

2,147,000,000
699,500,000
297,500,000
632,000,000
126,000,000
1,700,000,000
26,200,000
105,000,000
△ 23,000,000
592,900,000

6,303,100,000

科目 予算額 科目 予算額
収入の部 支出の部

平成25年度消費収支予算書

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
 消費収入の部合計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

3,344,200,000
61,000,000
4,000,000

240,500,000
240,000,000
500,000

108,000,000
37,000,000
20,000,000

3,814,700,000
△ 1,460,000,000
2,354,700,000

△ 1,444,800,000
2,525,540,003
1,080,740,003

人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額
予備費

 消費支出の部合計

2,192,000,000
1,216,000,000
333,500,000
3,000,000
55,000,000

3,799,500,000

科目 予算額 科目 予算額
消費収入の部 消費支出の部

帰属収入の構成比率 消費支出の構成比率 帰属収入の構成比率 消費支出の構成比率

平成25年度資金収支予算書

学生生徒等納付金
85.1%

手数料
1.4%

寄付金
0.1%

補助金
6.3%

資産運用収入
3.3%

資産売却差額
0.1%

事業収入
0.9%
雑収入
3.0%

管理経費　
7.6%

資産処分差額
0.5% 事業収入

1.0%
雑収入
0.5%

学生生徒等納付金
87.7%

手数料
1.6%

寄付金
0.1%

補助金
6.3%

資産運用収入
2.8%

人件費
57.5%

教育研究経費
31.9%

資産処分差額
0.1%

管理経費
8.7%

教育研究経費
29.5%

　

本
学
で
は
、
今
年
度
も
高
等

学
校
教
員
対
象
の
大
学
説
明
会

を
、
本
学
会
場
を
は
じ
め
、
山

口
、
岡
山
、
松
江
、
松
山
、
福

山
会
場
に
お
い
て
開

催
。
合
わ
せ
て
97
校

１
０
４
名
に
出
席
い

た
だ
い
た
。
本
学
会

場
に
お
い
て
は
説
明

会
後
、
図
書
館
、
メ

デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
の
見
学
会
も
実

施
し
た
。

　

説
明
会
は
、
前
川

功
一
学
長
の
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、
大

学
の
現
況
報
告
、
平

成
25
年
度
入
学
試
験

結
果
、
平
成
26
年
度

入
学
試
験
要
項
説
明
、

学
生
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
レ
ポ
ー
ト
と
続
き
、
最
後
に

質
疑
応
答
及
び
会
終
了
後
に
個

別
相
談
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
平
成
25
年
度
入

学
試
験
で
合
格
最
低
点
を
引
き

上
げ
た
こ
と
や
、
平
成
26
年
度

入
学
試
験
要
項
に
つ
い
て
、
一

部
の
推
薦
入
学
試
験
を
除
く
ほ

と
ん
ど
の
入
試
に
変
更
点
が
あ

る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
説
明
し

た
。

　

ま
た
、
学
生
か
ら
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学

生
た
ち
が
興
動
館
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

を
通
し
て
、
苦
労
し
た
こ
と
、

得
た
こ
と
な
ど
の
経
験
を
リ
ア

ル
に
語
っ
た
こ
と
で
、
具
体
的

な
学
生
の
成
長
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

出
席
さ
れ
た
先
生
方
は
、
真

剣
な
様
子
で
耳
を
傾
け
、ま
た
、

説
明
会
終
了
後
に
は
、
卒
業
し

た
教
え
子
た
ち
の
近
況
を
熱
心

に
聞
く
姿
も
あ
っ
た
。

同窓会留学生奨学生決定

　広島経済大学
同窓会では、外
国人留学生支援
の 一 環 と し て、
毎年一名に「同
窓会留学生奨学
金」（年額50万円）
を支給している。
　平成 25 年度の
奨学生は、中国
出身の林琳さん

（リン・リン／経
営学科３年）に

決定した。

林琳さんの話
　私は日本のビジネスを学ぶため、中国・四国地方
唯一の経済専門大学である広島経済大学を留学先
として選びました。この度同窓会奨学生に選んでい
ただき、とてもうれしく、学生としての責任感が強
くなると同時に勉強に対する熱い思いが高まりまし
た。この度の支給のおかげで、勉強に専念できる時
間も増えましたので、私の目指す仕事に就くため、
経済や経営に関する知識はもちろん、日本文化や
日本社会のマナー、また就職するためではなく就職
したあとに役立つビジネスマナーや人間関係など、
しっかり学びたいと思います。

と
、
５
月
23
日
広
島
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
役
員
会
は
、
保
護
者

会
規
約
第
11
条
に
よ
り
、
保
護

者
会
総
会
の
代
行
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

役
員
会
で
は
、
出
野
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、石
田
理
事
長（
名

誉
会
長
）
が
「
大
学
改
革
を
す

す
め
る
た
め
入
学
試
験
の
ボ
ー

役
員
会
が
、
出
野
保
護
者
会
会

長
を
は
じ
め
70
人
の
出
席
の
も

ダ
ー
ラ
イ
ン
（
合
格
点
）
を
大

幅
に
引
き
上
げ
、
学
力
の
高
い

学
生
を
確
保
し
た
。
質
の
高
い

大
学
を
目
指
す
た
め
、
さ
ら
に

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
く
」
と

話
し
た
。
続
い
て
、
平
成
24
年

度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告
並

び
に
監
査
報
告
が
あ
り
、
全
員

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
新
役
員
、
顧
問
及
び
教
職

員
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
平
成
25

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
並
び

に
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
前
川
学
長
（
名
誉
会

長
）
か
ら
各
部
署
を
と
り
ま
と

め
、
成
績
不
振
者
や
休
退
学
等

に
関
す
る
状
況
、
平
成
24
年
度

就
職
実
績
、
本
年
度
の
入
試
状

況
な
ど
に
つ
い
て
、
学
事
報
告

が
な
さ
れ
、
役
員
会
を
終
了
し

た
。

　

役
員
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
保
護
者
・
教
職
員
が
意
見

を
交
換
し
つ
つ
、
和
気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

平
成
25
年
度

保
護
者
会
春
季

竹村同窓会長と奨学生に選ばれた林さん

挨拶をする出野保護者会長

プロジェクトでの活動経験を話す若旅促進プロジェクトの学生

高
校
教
員
対
象  

大
学
説
明
会
開
催

平
成
25
年
度　

保
護
者
会
春
季
役
員
会
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安
佐
南
区
と
一
緒
に
元
気
に
な
る
番
組
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

　

平
成
25
年
４
月
、
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
学
生
が
企

ネット tv”おーい！安佐南”収録の様子

園・興動祭は「地域とのつながり
や交流によって 園地区を活性化さ
せる」ことを目的として、2006 年
から毎年開催してきました。8 年目
を迎えた今年は 10 月 20 日（日）
10 時～ 16 時の間、広島経済大学
興動館において開催いたします。ス
テージや屋台など、多彩な催しをご
用意して皆様のご来場をお待ちして
おります。
問い合わせ先：興動館

TEL 082-832-5010

第8回 園・興動祭 開催のお知らせ

“
ｃ
ｈ
お
ー
い
！
安
佐
南
” 

を
開
局

画
・
制
作
す
る
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

「
ｃ
ｈ
お
ー
い
！
安
佐
南
」
が

開
局
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
動
画
中
継
サ
イ
ト
を
利
用

し
、
本
学
が
位
置
す
る
安
佐
南

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
毎

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
配
信
す

る
。
出
演
す
る
キ
ャ
ス
タ
ー
や

レ
ポ
ー
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
カ

メ
ラ
、
音
声
、
編
集
な
ど
も
す

べ
て
学
生
が
担
当
し
、
学
生
の

視
点
で
安
佐
南
地
域
の
魅
力
を

伝
え
て
い
く
。

　
「
学
生
と
安
佐
南
区
民
が
一

緒
に
な
っ
て
魅
力
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
制
作
し
、
大
学
と
地
域

を
元
気
に
し
た
い
と
思
っ
て
こ

の
番
組
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
放
送
で
は
、
資
料

の
不
備
や
音
声
機
器
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
無
事

に
放
送
さ
れ
た
と
き
は
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
」と
話
す
の
は
、

番
組
制
作
に
携
わ
る
細
川
明
日

香
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
３
年
・
広
島
県
／
広
島
県

瀬
戸
内
高
校
出
身
）。

　
「
初
対
面
の
方
に
取
材
す
る

な
か
で
、
言
葉
遣
い
の
大
切
さ

や
情
報
を
正
し
く
伝
え
る
責
任

を
実
感
し
ま
し
た
。
も
っ
と
経

験
を
積
ん
で
地
域
の
方
々
に
親

し
ん
で
も
ら
え
る
番
組
に
し
て

い
き
た
い
」
と
細
川
さ
ん
は
今

後
の
目
標
を
い
き
い
き
と
語
っ

た
。

　

番
組
で
は
、「
街
の
達
人
」

と
し
て
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
お
弁

当
づ
く
り
な
ど
で
鮮
や
か
な
技

を
持
つ
人
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
人
々
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
「
街
の
ア

ス
リ
ー
ト
」
と
い
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
王
国
・
広
島
な
ら
で
は
の
企

画
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

地
域
の
人
々
と
学
生
が
積
極
的

11月2日（土）、3日（日）、
広島経済大学において第
４６回経大祭を開催いた
します。大学祭実行委員
会では、例年以上に内容を充実させ、地域住民の方々はもちろん、
お越しいただく皆様に楽しんでもらえるような大学祭にすべく
日々準備を進め、当日は様々な楽しい企画でお迎えします。

第46回 経大祭開催のお知らせ

11/２（土）
３（日）

　テレビゲームやインター
ネットのオンラインゲーム
などで将棋をしたことがあ
る人もいるかもしれません
が、テレビやパソコンの画面
で行うよりも実際に人と対
面して行う方が、将棋の面白
さは何倍にも膨らみます。そ
れは、互いの気迫や緊張感、

一手に懸ける熱意が伝わるからです。将棋部には、そうした熱い対局が大好
きなメンバーが集まり、将棋の腕を磨いています。
　主な活動は、週 2 回の活動のほか、中四国学生将棋大会や全国大会、広島
県内・県外でのさまざまな将棋大会への参加です。昨年の中四国学生将棋大
会では、個人戦においてベスト 4 に入賞し、全国大会に出場しました。今年
ももちろん、個人戦での上位入賞を目指します！ さらに、個人戦だけでなく
団体戦を勝ち抜き、全国大会に出場することが今年の最大の目標です。チー
ム力を高めるために、一人ひとりに合った練習方法や戦術を部員同士がアド
バイスし合い、全員が一丸となって勝利を目指しています。
　もちろん、将棋の対局だけでなく、合宿や食事会など仲間との絆を深める
イベントも開催しています。卒業生も参加してくれるので、将棋のことだけ
でなく勉強のことや就職のことなどさまざまなアドバイスをもらうことがで
きます。勝利の喜びも敗北の悔しさも分かち合ってきた仲間との絆は、社会
に出てからもきっと頑張る力になると思います。仲間とともに大きな目標を
めざしたい人、新しいことに挑戦したい人は、ぜひ将棋部へ！

活動日・時間／火（14:45 ～ 18:00）・木（13:00 ～ 18:00）
 その他部員の予定に応じて随時活動
場所／第 2 クラブハウス 3F
活動内容／中四国学生大会（年 2 回）、将棋センター主催大会

その一手に
情熱を注ぐ！

将棋部

開催日：10月20日（日）10時～16時

昨年の経大祭の様子

澤　滋久

　

こ
の
コ
ラ
ム
執
筆
担
当
を

「
ま
だ
、そ
こ
ま
で
学
生
が
育
っ

て
い
な
い
」
と
固
辞
し
続
け
て

来
た
も
の
の
、
今
、
気
が
付
く

と
、
案
外
卒
業
生
は
い
る
も
の

で
あ
る
。
大
手
薬
品
卸
の
Ｍ
Ｒ

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
Ｎ
君
、

全
優
成
績
卒
業
の
Ｈ
君
、「
３

人
娘
」
の
一
人
・
広
告
代
理
店

の
Ｙ
さ
ん
、
大
手
運
輸
会
社
で

海
運
部
門
を
担
う
Ｈ
君
、
学
内

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
切
り
盛
り

す
る
Ｆ
君
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
に

留
学
・
ガ
ス
器
具
会
社
に
こ
の

春
就
職
し
た
Ｍ
君
と
、
澤
ゼ

ミ
卒
「
名
物
」
は
10
代
も
続
く

と
、
気
づ
け
ば
い
る
も
の
で
あ

る
（
挙
げ
き
れ
な
か
っ
た
人
に

は
陳
謝
）。も
ち
ろ
ん「
育
て
た
」

か
、
と
い
う
と
…
？

　

テ
レ
ビ
放
送
の
話
だ
が
、
こ

ん
な
傑
作
対
談
を
覚
え
て
い

る
。
悪
魔
教
布
教
の
デ
ー
モ
ン

小
暮
閣
下
に
つ
い
て
、
今
春
の

広
島
県
が
ん
検
診
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
見
慣
れ
た
方
も
多
い
だ
ろ

う
。私
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、

彼
が
、
幼
児
番
組
「
ピ
ン
ポ
ン

パ
ン
」
の
「
お
ね
え
さ
ん
」
を

か
つ
て
務
め
た
酒
井
ゆ
き
え
さ

ん
と
の
対
談
の
中
、

デ
「
ゆ
き
え
お
ね
え
さ
ん
、
ワ

シ
も
育
て
て
い
た
だ
い
て
お
る

ゾ
」

酒
「
悪
魔
な
ど
私
は
、
育
て
た

覚
え
は
な
ー
い
！
」。

　

人
を
育
て
る
の
は
、結
果
論
。

卒
業
生
を
「
育
て
た
」
と
い

う
の
も
あ
ま
り
に
お
こ
が
ま
し

い
。「
寄
り
添
う
」「
背
中
を
押

す
」「
先
頭
に
立
つ
」、
語
り
尽

く
さ
れ
た
言
葉
は
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
ど
れ
も
さ
っ
ぱ
り
マ
ッ

チ
す
る
言
葉
は
な
い
。

　

一
昨
年
度
の
卒
業
生
よ
り
卒

業
論
文
指
導
の
強
化
が
始
ま

り
、
担
当
教
員
の
専
門
分
野
を

65

テ
ー
マ
と
し
て
執
筆
す
る
よ

う
指
導
が
進
み
始
め
た
。
彼

ら
の
テ
ー
マ
を
思
い
返
し
て

み
る
と
、
水
問
題
、
コ
ン
ビ

ニ
の
地
域
密
着
戦
略
、
東
南

ア
ジ
ア
自
動
車
産
業
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
、
外
来
魚

対
策
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公

共
交
通
と
、
か
な
り
彼
ら
本

位
の
テ
ー
マ
で
は
あ
る
も
の

の
、「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
都
市

開
発
」「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
」
と
は
異
な

る
…
。
彼
ら
に
対
す
る
個
別

指
導
は
思
い
返
せ
る
こ
と
、

そ
し
て
何
よ
り
自
分
で
元
気

に
巣
立
っ
て
い
る
こ
と
を

も
っ
て
、
よ
し
と
し
て
お
き

た
い
。

（
助
教　

東
南
ア
ジ
ア
の
社

会
と
文
化
、
国
際
経
済
地
理

基
礎
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
新

聞
・
雑
誌
・
Ｗ
ｅ
ｂ
講
読
、

入
門
ゼ
ミ
Ⅰ
・
Ⅱ
、
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
）

テーマ：「JUNCTION」←分岐点

問い合わせ先：学務センター学生課　TEL.082-871-1003

　

陸
上
競
技
部
の
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
４
年
大
本
宗
範
選

手
（
広
島
県
・
西
条
農
業
高
校

出
身
）
が
４
月
21
日
に
石
川
県

輪
島
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
97

回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

陸
上
競
技
部　

大
本
宗
範

選
手
が
８
位
入
賞
！

　

本
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
空
手
道
部

▽
第
57
回
全
日
本
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場【
個
人
組
手
】

山
本
渡
水

○
陸
上
競
技
部

▽
第
97
回
日
本
陸
上
競
技
選
手

ダ
ン
ス
部　

２
年
連
続

“
き
ん
さ
い
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

大
賞
”
受
賞
！

　

５
月
５
日
、
広
島
市
中
区
平

和
大
通
り
を
中
心
に
開
か
れ

た
、
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
ダ
ン

ス
ス
テ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
「
き

ん
さ
い
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
」
パ

レ
ー
ド
（
42
チ
ー
ム
）、ス
テ
ー

ジ
（
51
チ
ー
ム
）
で
本
学
ダ
ン

ス
部
「DANCE RAZZLE

」

及
び
大
学
祭
実
行
委
員
会
や
学

生
有
志
が
力
強
い
演
舞
を
披
露

し
、
見
事
ス
テ
ー
ジ
部
門
で
昨

年
に
引
き
続
き
ト
ッ
プ
賞
と
な

る
“
き
ん
さ
い
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
大
賞
”
に
輝
い
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部　

３
年

ぶ
り
19
度
目
の
全
日
本
大

学
選
手
権
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得

５
月
18
日
・
19
日
鳥
取
県
（
倉

吉
市
）
で
開
催
さ
れ
た
第
48
回

全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
兼
第
45
回
西
日
本
大

学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

中
国
地
区
予
選
会
に
お
い
て
、

熱
戦
の
末
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果

た
し
３
年
ぶ
り
19
度
目
と
な
る

50
㎞
競
歩
兼
世
界
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
（
２
０
１
３
／
モ
ス

ク
ワ
）
50
㎞
競
歩
日
本
代
表
選

手
選
考
競
技
大
会
」
男
子
50
㎞

競
歩
に
お
い
て
８
位
に
入
賞
し

た
。
タ
イ
ム
は
４
時
間
23
分
29

秒
。

に
意
見
を
出
し
合
う
「
ふ
る
さ

と
安
佐
南
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
今

後
放
送
す
る
予
定
だ
。

　

番
組
の
タ
イ
ト
ル
の
よ
う

に
、
取
材
や
放
送
を
通
し
て

人
々
に
「
お
ー
い
！
」
と
呼
び

か
け
、
学
生
と
地
域
の
交
流
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

競歩8位に入賞した陸上競技部大本さん

大賞を決めた舞

全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
た
。

　

同
部
は
中
国
地
区
の
代
表
と

し
て
西
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
、
全
日
本
大
学
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
の
両
大
会
に

出
場
し
、
優
勝
を
目
指
す
。

権
大
会
出
場
【
50
㎞
競
歩
】
大

本
宗
範
４
時
間
23
分
29
秒
＝
８

位
▽
２
０
１
３
日
本
学
生
陸

上
競
技
個
人
選
手
権
大
会
出

場
【
４
０
０
ｍ
】
才
野
直
美

【
１
０
０
ｍ
】
松
尾
紗
也
可
・

安
野
結
花
【
２
０
０
ｍ
】
松
尾

紗
也
可
・
安
野
結
花

学生が育つ

優勝を決めた予選会の様子
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平
成
25
年
３
月
卒
業
生
の
就

職
率
は
、
前
年
度
の
97
・
１
％

を
上
回
る
97
・
４
％
で
あ
っ
た
。

企
業
の
採
用
広
報
開
始
時
期
が

そ
れ
ま
で
よ
り
も
２
ヵ
月
遅
い

12
月
１
日
へ
と
変
更
に
な
っ
て

か
ら
初
め
て
の
卒
業
生
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
な
か
で
高
水
準
の

就
職
率
と
な
っ
た
の
は
、
学
生

た
ち
の
努
力
の
結
果
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
加
え
て
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き

た
。
そ
の
な
か
で
も
、
３
年
次

の
１
月
に
時
期
を
早
め
て
実
施

し
た
「
卒
業
生
に
よ
る
就
活
セ

ミ
ナ
ー
」
は
「
卒
業
生
か
ら
就

職
活
動
の
体
験
や
現
在
の
仕
事

に
つ
い
て
話
し
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
就
職
活
動
の
心
構
え
や

自
分
が
働
く
姿
を
よ
り
リ
ア
ル

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」
と
好
評

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
選
考
時
期
の
ピ
ー
ク

が
過
ぎ
た
６
月
以
降
は
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
企
業
に
一
件

ず
つ
募
集
状
況
を
確
認
。「
あ

と
１
、２
名
採
用
枠
が
あ
る
」

と
い
っ
た
細
か
な
情
報
ま
で
収

集
し
、
募
集
の
最
終
時
期
ま
で

企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

努
め
た
。◇　

◇　

◇

　

平
成
25
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

ほ
か
、
職
員
と
ゼ
ミ
教
員
と
の

連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化

し
て
就
職
支
援
の
さ
ら
な
る
充

実
化
を
目
指
す
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
平

成
25
年
度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
部
長
に
就
任
し
た
川
村
健

一
教
授（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
）

は
「
本
学
に
は
経
済
界
や
企
業

の
情
報
に
詳
し
い
教
員
が
多
く

在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

教
員
と
就
職
支
援
を
専
門
と
す

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
以
上
に
幅
広
い
企
業
情
報

を
学
生
に
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
新
体
制
と
な
っ
た

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
就
職
支
援

の
基
本
的
な
方
針
を
次
の
よ
う

に
掲
げ
て
い
る
と
い
う
。

１
．
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
個

性
に
合
わ
せ
た
『
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
』
の
就
職
支
援
。

　

例
え
ば
、
企
業
ご
と
に
入
社

新キャリアセンタースタッフ

平
成
25
年
度

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
教
員
の
連
携
強
化

平成25年度 広島経済大学公開講座

安心快適生活を望む情報キャッチを目指して
　私たちの暮らしぶりは時代と共に進化しています。
　特に最近のＩＴ技術やネットの活用で情報は溢れんばかりになりました。
　そこで、今回、本学の女性研究者たちが得意とする分野から、最新の情報を皆様にお伝えし、情報の整理と選
択をしていただこうと思います。日本を取り巻くグローバル経済、活気づくアジア社会、日本と異なる社会政策、メ
ディアリテラシーなどについて学んでいくことを目的とします。

●時間／18:00～19：30（開場17：30）
●会場／広島市まちづくり市民交流プラザ　北棟5階研修室
 〒730-0036　広島市中区袋町6-36
●対象／社会人・大学生　　●定員/60名
●申込先／（財）広島市未来都市創造財団
　　　　　　　ひとまちネットワーク部 管理課  Tel(082)541-5335  Fax(082)541-5611
　　　　　※定員になり次第、締め切らせていただきます。
●申込方法／電話、ファックス、来所　※郵送(はがき等)による申し込みは受け付けておりません。
　　　　　　受付時間：月～金(祝日を除く)8時30分～17時15分まで(来所の場合は9時30分から)
●問い合わせ／広島経済大学 教育・学習支援センター Tel(082)871-9345

シティカレッジ 参加無料
定員60名

第1回 10/29(火) 「経済学」でみえる真実
講師　野北　晴子 情報化社会と言われながら、あふれる情報の中で戸惑う私たち。知らず知らずの間に形成された世

間一般「常識」が、経済学的には非常識であることも少なくありません。個々人の安心で快適な生活
のためにも、「経済学」で真実を見る目を持つことの重要性を伝えたいと思います。

第2回 11/5(火) 2013経済問題を考える
講師　堀江 真由美 最近話題の経済問題について、経済学や経済理論の観点から分かりやすく解説していきます。

私たちの損得勘定だけでなく、社会全体として、更に将来世代として、新たな視点で経済問題を考え
てみましょう。

第3回 11/12(火) 現代の社会政策と生活保障
講師　森山　玲子 生活の安定と向上を図るため、政府による様々な社会政策が展開されています。所得保障政策・保健

医療政策・雇用政策はその代表といえるでしょう。現代の社会政策は、どのような考え方や基準を
ベースとして展開されているのか、様々な社会問題とともに考えていきます。

第4回 11/19(火) スマートフォン時代のメディアリテラシー
講師　土屋　祐子 メディアリテラシーは多様なメディアの特性を理解し、人々が豊かに表現、活用していく力です。

本講座ではスマートフォンやタブレット端末の急激な普及によるメディア・コミュニケーション環
境の変化について解説し、みなさん自身のメディアとの関わりについて考えていきたいと思います。

第5回 11/26(火) 美麗島（台湾）精神の源泉を探る！
講師　宮畑 加奈子 食べ物の美味しさでは他の追随を許さない台湾ですが、実は文化施設の多さも半端ではありませ

ん。この講座では、台湾文化の奥深さを象徴する個性溢れる美術館や博物館を紹介しつつ、その活力
を探ります。

9月17日（火）
から受付開始

コーディネーター
上田みどり

教育ネットワーク中国、広島市、広島市未来都市創造財団と広島市内の各大学との共催により、シティカレッジ（公開講座）が実施
されます。本学の講座は、下記のテーマで10月29日（火）から5回にわたり開催されますので、是非ご参加ください。

テーマ

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰

石
田
学
園
各
種
奨
学
生

　

平
成
25
年
度
広
島
経
済
大
学

学
生
表
彰
及
び
石
田
学
園
各
種

奨
学
生
が
決
定
し
た
。
今
年
度

は
、
学
生
表
彰
者
に
３
名
、
奨

学
生
に
17
名
の
学
生
が
対
象
者

と
な
っ
た
。決
定
し
た
表
彰
者
、

奨
学
生
は
次
の
と
お
り
。

●
広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰

（
３
名
）

　

学
部
の
２
～
４
年
次
生
に
お

い
て
、
前
年
度
１
年
間
に
40
単

位
以
上
修
得
し
た
者
の
中
で
の

学
業
成
績
の
順
位
が
各
学
年
で

第
１
位
の
者
。

戸
谷
翔
（
経
済
学
科
４
年
）・

松
浦
公
輝
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

科
３
年
）・
境
悠
貴
（
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
学
業
奨
学
生
（
11

名
）

　

学
業
成
績
、
人
物
と
も
に
優

秀
な
学
生
に
対
し
て
支
給
。

戸
谷
翔
（
経
済
学
科
４
年
）・

李
天
然
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科

４
年
）・
大
西
雄
大
（
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
学
科
３
年
）・
松
浦
公

輝
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３学生表彰者、奨学生

平成25年度

決
定

年
）・
井
上
貴
裕
（
経
済
学
科

２
年
）・
王
麗
麗
（
経
営
学
科

２
年
）・
難
波
美
沙
代
（
経
営

学
科
２
年
）・
境
悠
貴
（
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科
２
年
）・
松
本

浩
幸
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
２
年
）・
今
原
佳
南
（
メ
デ
ィ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年
）・
矢

上
永
恵
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科

２
年
）

●
石
田
学
園
ア
ク
テ
ィ
ブ
奨
学

生
（
６
名
）

　

誠
実
に
学
生
生
活
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
様
々
な
分
野
で
若

者
ら
し
く
積
極
的
に
活
動
を
行

い
、
本
学
学
生
の
模
範
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
学
生
に
対
し
て
、

活
動
支
援
の
た
め
に
支
給
。

向
井
佳
三
（
経
済
学
科
４
年
）

＝
空
手
道
部
主
将
と
し
て
の
活

動
・
的
場
汐
織
（
経
済
学
科
３

年
）
＝
中
高
生
の
夢
・
笑
顔

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
活
動

（
会
計
責
任
者
）・
出
穂
千
晶

（
経
営
学
科
３
年
）
＝
学
友
会

体
育
局
局
長
と
し
て
の
活
動
、

Hue-girl

で
の
活
動
、
入
学
前

ス
ク
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
の
活
動
・
福
岡
順
子（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
３
年
）
＝
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
会
で

の
活
動
（
リ
ー
ダ
ー
）、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
シ
ス
タ
ー
ズ
で

の
活
動
（
外
部
）・
中
村
章
（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年
）
＝
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
活
動

（
副
リ
ー
ダ
ー
兼
会
計
）、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
会

で
の
活
動
（
副
リ
ー
ダ
ー
）・

松
永
鉄
平
（
経
営
学
科
４
年
）

＝
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部
団
長
と

し
て
の
活
動

●
石
田
学
園
学
部
と
の
５
年
プ

ロ
グ
ラ
ム
奨
学
生
（
１
名
）

王　

シ
ャ
ン
（
大
学
院
前
期
課

程
）

し
た
本
学
卒
業
生
の
学
生
時
代

の
過
ご
し
方
、
企
業
か
ら
の
評

価
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
分
析
し
、

企
業
が
求
め
る
人
材
像
を
明
確

に
し
て
い
く
。
そ
の
情
報
を
元

に
、
学
生
の
個
性
に
合
っ
た
企

業
・
業
種
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

２
．
外
部
環
境
の
変
化
に
い
ち

早
く
対
処
し
、
学
生
目
線
で
支

援
。

　

教
職
員
が
企
業
を
訪
問
し
、

人
事
担
当
者
や
企
業
の
ト
ッ
プ

か
ら
直
接
採
用
情
報
を
収
集
。

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
像

の
変
化
や
学
生
を
取
り
巻
く
就

職
環
境
の
変
化
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
学
生
に
正
確
な

情
報
を
届
け
る
。

３
．
低
学
年
次
を
対
象
と
し
た

進
路
支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
。

　

１
～
３
年
次
生
を
対
象
と
し

た
「
業
界
し
ご
と
研
究
会
」
を

実
施
。
企
業
の
方
々
の
話
し
を

聞
き
、
早
期
か
ら
働
く
意
義
を

考
え
、
将
来
の
可
能
性
を
広
げ

る
機
会
を
提
供
す
る
。

　
「
就
職
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

ス
タ
ー
ト
で
す
。
学
生
に
は
、

そ
の
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
を

目
指
し
て
笑
顔
で
就
職
活
動
に

臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
教
職
員
は
笑

顔
で
相
談
に
応
じ
、
最
後
ま
で

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と

川
村
教
授
は
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

学
生
に
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
て
進
化
す
る
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。

学
生
懸
賞
論
文
表
彰

　

平
成
25
年
３
月
14
・
15
日
、

学
生
懸
賞
論
文
の
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ

た
。
本
学
の
学
生
懸
賞
論
文
は

論
文
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
技
法
の
会
得
や
先
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
、
人
間
形
成
の
場
と
な
る
よ

う
に
企
画
さ
れ
て
い
る
。
審
査

結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
４
年
生
の
部
】

応
募
数
：
７
編

▽
最
優
秀
賞
（
１
編
）：
平
田

直
希
（
双
方
向
型
読
書
の
事
例

と
考
察
）

▽
優
秀
賞
：
該
当
者
な
し

▽
奨
励
賞
（
３
編
）：
井
本
育

美
（
私
式　

専
業
主
婦
の
賃
金

計
算
）・
檀
日
香
里（「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
と
地
域
の
経
済
効
果
に
つ

い
て
）・
山
根
由
佳
（
少
子
高

齢
化
と
中
山
間
地
域
の
地
域
活

性
化
～
島
根
県
の
現
状
と
将
来

展
望
～
）

【
１
年
～
３
年
生
の
部 

】

応
募
数
：
21
編

▽
最
優
秀
賞
：
な
し

▽
優
秀
賞
（
２
編
）：
梶
谷
啓

太
（
習
い
事
に
お
け
る
継
続
者

と
非
継
続
者
の
違
い―

ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
事
例
か
ら

―

）・
森
長
孝
則
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
み
る
バ
イ
ラ
ル
効
果
）

▽
奨
励
賞
（
３
編
）：
伊
藤
悟

（RedBull GmbH

の
広
告
戦

略―

新
手
法
に
よ
る
媒
体
社
と

の
関
係―

）・
佐
々
木
優
希
（
商

業
施
設
に
お
け

る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
顧

客
満
足
度
の
関

係 

期
待
不
一

致
モ
デ
ル
の
観

点
か
ら
）・
松

永
鉄
平
（
な
ぜ

服
が
ネ
ッ
ト
販

売
で
売
れ
る
の

か
）

学生懸賞論文表彰者

平
成
24
年
度
就
職
率
97.4
％

落
語
家

「
自
分
が
変
わ
れ
ば　

何
か
が
変
わ
る
」

平
成
25
年
10
月
3
日（
木
）

第
１
回 

一
般
社
団
法
人 

国
際
教
養
振
興
協
会

代
表
理
事

東ト
ウ
ジ
ョ
ウ條 

英ヒ
デ
ト
シ利 

氏

「
日
本
人
の
証
明
」

株
式
会
社　

マ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
取
締
役
会
長

松マ
ツ
ム
ラ村 

紘コ
ウ
イ
チ一 

氏

六
根
清
浄
か
ら
学
ぶ
日
本
人
の
も

の
づ
く
り
“
発
明
す
る
心
と
工
夫

す
る
頭
が
よ
く
な
る
道
す
じ
”

平
成
25
年
10
月
24
日（
木
）

第
３
回 

平
成
25
年
10
月
10
日（
木
）

第
２
回 

僧
侶
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

株
式
会
社 

三
橋
貴
明
事
務
所

三ミ
ツ
ハ
シ橋 

貴タ
カ
ア
キ明 

氏

政
府
と
企
業
～
経
世
済

民
と
は
？
～

平
成
25
年
11
月
21
日（
木
）

第
７
回 

川カ
ワ
ム
ラ村 

妙ミ
ョ
ウ
ケ
イ慶 

氏

無む

げ碍
の
一
道
～
さ
ま
た

げ
が
さ
ま
た
げ
と
な
ら

な
い
道
の
発
見
～

平
成
25
年
11
月
14
日（
木
）

第
６
回 

（
公
財
）
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

小コ
ミ
ゾ溝 

泰ヤ
ス
ヨ
シ義 

氏

平
和
・
文
化
創
造
に
向

け
た
ヒ
ロ
シ
マ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ 平

成
25
年
10
月
31
日（
木
）

第
４
回 

有
限
会
社
ア
ン
テ
・
ヤ
プ
ム 

代
表
取
締
役

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー 

理
事

イ
ナ
ン 

オ
ネ
ル 

氏

「
ト
ル
コ
を
震
撼
さ
せ
た
30
日
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
ゲ
ズ
ィ
公

園
再
開
発
抗
議
行
動
の
記
憶
」

平
成
25
年
11
月
７
日（
木
）

第
５
回 

株
式
会
社
東
芝

中
国
支
社　

支
社
長

荒ア
ラ
キ木 

俊ト
シ
テ
ル輝 

氏

東
芝
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

平
成
25
年
11
月
28
日（
木
）

第
８
回 

株
式
会
社 

資
生
堂　

人
事
部

人
材
開
発
室
長
兼
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長

兼
国
内
事
業
人
事
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

深フ
カ
ザ
ワ澤 

晶ア
キ
ヒ
サ久 

氏

「
魅
力
あ
る
人
で
組
織
を
埋
め
尽
く
す

こ
と
～
企
業
が
求
め
る
人
材
と
学
生

時
代
に
経
験
し
て
欲
し
い
こ
と
～
」

平
成
25
年
12
月
５
日（
木
）

第
９
回 

平
成
25
年
12
月
12
日（
木
）

第
10
回 

京
都
産
業
大
学 

名
誉
教
授
・

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所 

教
授

所ト
コ
ロ  

功イ
サ
オ 

氏

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
リ
デ
ー

「
国
民
の
休
日
」
に
見
る

日
本
人
の
特
色

平
成
25
年
12
月
19
日（
木
）

第
11
回 

広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

専
務
理
事

坂サ
カ
モ
ト本 

和カ
ズ
ヒ
ロ博 

氏

「
食
と
農
に
つ
い
て
考

え
る
」 平

成
25
年
12
月
26
日（
木
）

第
12
回 

平
成
26
年
１
月
９
日（
木
）

第
13
回 

広
島
県
立
美
術
館　

館
長

越オ
チ智 

裕ユ
ウ
ジ
ロ
ウ

二
郎 

氏

ゴ
ッ
ホ
の
人
生

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社 

東
京
支
社

シ
ニ
ア
ス
キ
ル
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

中ナ
カ
ハ
マ浜 

慶ヨ
シ
カ
ズ和 

氏

国
際
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
か
ら

自
分
を
見
つ
め
る
～
ト
ル
コ

地
震
支
援
活
動
を
通
し
て
～

平成25年度
（後期） 広島経済大学
特別客員教授による教養特別講義日程

講義統一テーマ　「‘主体的に生きるために’」
　学生に実社会を学んでもらうとともに、開かれた大学づくりの一環として開講してい
る「教養特別講義」は、一般の方々にも公開しています。企業のトップをはじめ、文化・
芸能分野などで活躍されている方々に各専門分野について講義していただきます。
　詳しくは 8 月 25 日以降、本学の web サイトにてご案内します。

平
成
26
年
１
月
16
日（
木
）

第
14
回 

能
楽
師

大オ
オ
シ
マ島 

衣キ
ヌ
エ恵 

氏

「
能
の
心
を
伝
え
た
い
」

林ハ
ヤ
シ
ヤ家 

た
い
平ヘ
イ 

氏
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〈
平
成
25
年
5
月
1
日
付
〉

◆
理
事

就　

任

就　

任

入試課

募集人員

合格発表

全体説明・
一次面談日

二次面談期間
願書受付期間

平成25年9月25日（水）～9月30日（月）

平成25年10月10日（木）午後5時

平成25年8月30日（金）～9月11日（水）締切日消印有効

エントリー期間 平成25年6月17日（月）～8月21日（水）
平成25年7月27日（土）、7月28日（日）、
7月30日（火）、8月1日（木）、8月25日（日）

■学部　AO入学試験

経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程（研究者養成コース）3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）募集人員

出願期間

試 験 日

平成26年1月24日（金）～2月12日（水） 【締切日消印有効】
平成26年2月20日（木）

■大学院　博士課程後期課程

募集人員

出願期間

試 験 日

合格発表

Ⅰ期＝平成25年8月5日（月）～8月19日（月）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成26年1月24日（金）～2月12日（水）【締切日消印有効】
Ⅰ期＝平成25年9月3日（火）･4日（水）
Ⅱ期＝平成26年2月20日（木）･21日（金）
Ⅰ期＝平成25年9月9日（月）午前10時
Ⅱ期＝平成26年2月26日（水）午前10時

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜］

平成26年度
学生募集要項

経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経
済学専修コース]10名（外国人留学生、社会人特別選抜、国外受験
者、外国人留学生指定校推薦を含む）

募集人員

出願期間

試 験 日

合格発表

Ⅰ期＝平成25年8月5日（月）～8月19日（月）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成26年1月24日（金）～2月12日（水）【締切日消印有効】
Ⅰ期＝平成25年9月4日（水）
Ⅱ期＝平成26年2月21日（金）

Ⅰ期＝平成25年9月9日（月）午前10時
Ⅱ期＝平成26年2月26日（水）午前10時

［社会人特別選抜］
経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程（修士）
[経済学専修コース]若干名

3名程度（外国人留学生を含む）募集人員
出願期間
試験・選考日
合格発表

平成26年1月27日（月）～2月5日（水）

平成26年3月4日（火）

[学内特別選抜]（学部との５年プログラム試験）

学
部
３
年
次

平成26年2月27日（木）

合格発表 平成26年2月26日（水）　午前10時

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
 メディアビジネス学科20名

■学部　入試センター入学試験（1期・2期）

出願期間
合格発表

募集人員

出願期間
合格発表

1期

2期

平成26年1月6日（月）～1月31日（金）締切日消印有効
平成26年2月17日（月）午後3時

平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効
平成26年3月14日（金）午後3時

募集人員 経済学部／経済学科40名、経営学科40名、ビジネス情報学科10名、
メディアビジネス学科10名・スポーツ経営学科5名

経済学部／経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス学科5名

■学部　一般公募制推薦入学試験

出願期間
試 験 日

平成25年11月1日（金）～11月8日（金）締切日消印有効

平成25年11月20日（水）

募集人員

合格発表 平成25年11月28日（木）午後5時

経済学部／経済学科55名・経営学科50名・ビジネス情報学科10名・
 メディアビジネス学科10名・スポーツ経営学科10名

※編入学試験を希望する者は、入試課（082-871-1313）までお問い合わせください。

■学部　編入学試験

出願期間
試 験 日

平成25年11月1日（金）～11月8日（金）締切日消印有効

平成25年11月20日（水）

募集人員

合格発表 平成25年11月28日（木）午後5時

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科　若干名

■学部　社会人入学試験
募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・

メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効

試 験 日 平成26年3月11日（火）

合格発表 平成26年3月14日（木）午後3時
※社会人入学試験を希望する者は、入試課（082-871-1313）までお問い合わせください。

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

出願期間
試 験 日

平成25年12月9日（月）～12月24日（火）締切日消印有効

平成26年1月5日（日）

募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科　6名

※複数学科併願制　1回の受験で3学科まで出願できます。

合格発表 平成26年1月9日（木）午後5時

■学部　外国人留学生入学試験【国内志願者】（Ⅰ期・Ⅱ期）

合格発表

試 験 日 Ⅰ期＝平成26年2月10日（月）／Ⅱ期＝平成26年3月3日（月）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科　若干名

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

出願期間 Ⅰ期＝平成26年1月6日（月）～1月29日（水）締切日消印有効
Ⅱ期＝平成26年2月3日（月）～2月21日（金）締切日消印有効

Ⅰ期＝平成26年2月17日（月）午後5時
Ⅱ期＝平成26年3月6日（木）午後5時

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（1期・2期・3期）

出願期間
試 験 日
合格発表
出願期間
試 験 日
合格発表

1期

2期

平成25年11月1日（金）～11月8日（金）締切日消印有効
平成25年11月20日（水）

平成25年11月28日（木）午後5時
平成26年1月6日（月）～1月24日（金）締切日消印有効
平成26年2月6日(木)
平成26年2月17日（月）午後3時

平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効
平成26年3月11日(火)
平成26年3月14日（金）午後3時

募集人員

出願期間
試 験 日
合格発表

3期

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジ
ネス学科・スポーツ経営学科　若干名

■学部　一般入学試験（1期・2期）
募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成26年2月6日（木）・7日（金）
平成26年1月6日（月）～1月24日（金）締切日消印有効

平成26年2月17日（月）午後3時

経済学部／経済学科105名、経営学科100名、ビジネス情報学科25名、
メディアビジネス学科25名、スポーツ経営学科25名

募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成26年3月11日（火）
平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効

平成26年3月14日（金）午後3時

経済学部／経済学科20名、経営学科20名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス5名、スポーツ経営学科5名

1期

2期

募集人員

出願期間
試 験 日

平成25年11月1日（金）～11月8日（金）締切日消印有効

平成25年11月20日（水）

合格発表 平成25年11月28日（木）午後5時

■学部　特別推薦入学試験（スポーツ、特定資格、文化・社会、海外経験分野）
経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジ

ネス学科・スポーツ経営学科（スポーツ分野35名､特
定資格分野15名、文化･社会分野10名、海外経験分野
2名）※スポーツ経営学科はスポーツ分野のみ募集

※試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できま
す。両日とも同一学科を受験した場合は、高得点の方で選考します。
※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。

※３学科併願制　１回の受験で３学科まで出願することが可能です。

※複数学科併願制　1回の受験で1期は5学科、2期は4学科まで出願できます。
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保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジン
で配信しております。ぜひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経
済大学および学生たちのことを知る一助にしていただければと思
います。保護者のみなさまの多数のご登録をお待ちしております。

【配信内容】
・今月の行事
・先月のNEWS&TOPICS
・クラブ＆サークル 
・HUE知っ得情報 など

【登録は広島経済大学ホームページから】
広島経済大学 検索

訃　

報
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第4回
オープンキャンパス開催！
第4回
オープンキャンパス開催！

夢へ踏み出す第一歩夢へ踏み出す第一歩夢へ踏み出す第一歩第4回
オープンキャンパス開催！
学科別模擬授業、入試説明会のほか 8月限定特別プログラム　
「先輩の声を聞こう！！」などさまざまなイベントを用意し、
みなさまのおこしをお待ちしております。

8月25日日
10：30～ 15：30
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れ
、
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に
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◆広島経済大学経済研究論集　第36巻第1号（2013年6月）
【論　説】
中国の産業安全論争とその政策的反映（上） 片岡　幸雄（教　授）
　 胡　烜（南条装備工業株式会社）
日本におけるコーポレート・ガバナンスの論理と方策に見られる不適合
　―その要因と改革の方向性― 高岡　義幸（教　授）
最適制御問題における保存則の新しい導出法とその応用
　―アシュケナージの二部門経済成長モデルの一般化― 三村　文武（教　授）
【資　料】
平成24年度学位論文要旨・論文審査要旨

◆広島経済大学研究論集　第36巻第1号（2013年6月）
【論　説】
戦後日本の福祉とスポーツ 内海　和雄（教　授）
学校における職業教育とキャリア教育に関する研究（Ⅱ） 

餅川　正雄（教　授）
教職に関する科目「教育原理」の授業構想に関する一考察
　―教育改革の歴史と教育をめぐる現代的課題との関連づけという視点から― 

志々田まなみ（准教授）
　 天野かおり（尚絅大学准教授）
【研究集会報告】
地方紙におけるオリンピック報道 ―ロンドン大会と中国新聞の事例―

渡辺　勇一（教　授）

◆広島経済大学研究双書　第40冊（2013年3月）
『中国対外経済貿易体制史（上）』　溪水社
 片岡　幸雄（教　授）

　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号
は、1号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 
各自自由に持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場合は、
地域経済研究所まで来てください。

学生の皆さんへ

株式会社 中尾鉄工所
代表取締役社長

中
な か お

尾　健
けんそう

三

No.31

　アルキメデスは、古代ギリシャの天才的な天文学
者、数学者、物理学者である。彼は、シチリア島のシュ
ラクサイに生まれ、様々な逸話を残しながら、紀元前
212 年、第二次ポエニ戦争でシュラクサイが陥落した
際、ローマ兵に殺された。
　彼に関する伝記的事実はほとんど知られていない
が、＜アルキメデスの原理＞を発見し公衆浴場から「わ
かった！」と叫びながら裸で飛び出したとか、＜梃子
の原理＞では「私にどこか足場をくれれば、地球を動
かせてみせる」と言ったなどの逸話が多く伝わってい
る。彼の著作は、現在 10 数編が伝えられており、そ
の幾つかは興味ある逸話と関連している。
　ギリシャ時代の書物はパピルスに書かれたが、この
パピルスは湿気に弱く長くは保存が出来ない。そこで
古代末から中世はじめにかけてパピルスに書かれてい
るギリシャの著作を、比較的保存のきく羊皮紙（パー
チメント）に書き換える作業が行われた。こうして書
き写された写本をもとにして活字で印刷されたアルキ
メデス全集が刊行されたのは 16 世紀になってからで
ある。本書は、活字で印刷された初めてのアルキメデ
ス全集である。

Archimedes, ca.287-212 B.C.
 Philosophi ac Grometrae Excellentissimi Opera, 
  quae quiden extant, omnia...
   Basel: Johann Herwagen, 1544. 1Vol. ; 31cm

アルキメデス
 「哲学及び幾何学の卓越せる全集」初版
1544 年　バーゼル刊 


